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◇
教
区
役
職
者
決
定 

新
年
度
に
入
り
、
教
区
会
を
は
じ
め
任
期
満
了
を
迎
え
た
各

教
化
団
体
で
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
た
。 

四
月
十
八
日
、
臨
時
教
区
会
が
開
か
れ
、
議
長
、
副
議
長
、

常
備
会
員
（
五
名
）、
監
査
委
員
（
三
名
）
同
日
、
組
長
会
に
て

正
副
会
長
が
選
出
さ
れ
た
。 

ま
た
、
四
月
二
十
二
日
に
は
、
教
区
委
員
会
（
旧
基
幹
運
動

推
進
委
員
会
）
が
開
か
れ
、
西
岡
孝
了
教
務
所
長
が
委
員
長
に

就
任
、
副
委
員
長
二
名
と
本
山
中
央
委
員
会
委
員
（
委
員
か
ら

一
名
）
が
選
出
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
布
教
団
（
団
長
は
教
務
所

長
）・
仏
教
婦
人
会
連
盟
の
役
員
改
選
が
行
わ
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
敬
称
略
） 

【
教
区
会
】
議 

 

長
：
岡
西 

法
英
（
五
位
・
教
願
寺
） 

 
 
 
 
 

副 
議 

長
：
松
原 

 

武
（
若
神
・
大
乗
寺
） 

 
 
 
 

常
備
会
員
：
畠
山 

 

遵
（
水
波
・
明
徳
寺
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
々
木
秀
誠
（
関
野
・
得
雄
寺
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
川 

春
雄
（
新
湊
・
聞
光
寺
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

門
田 

忠
行
（
射
水
・
誓
光
寺
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

弓
部 
裕
明
（
氷
見
・
明
覚
寺
） 

 
 
 
 

監
査
委
員
：
二
上 
桂
介
（
水
波
・
専
久
寺
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
名 

一
徳
（
伏
木
・
龍
善
寺
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

土
原 

行
晴
（
川
上
・
高
参
寺
） 

【
組
長
会
】
会 

 

長
：
北
鹿
渡
文
照
（
氷
見
東
・
長
福
寺
） 

 
 
 
 
 

副 

会 

長
：
村
上 

喜
文
（
水
波
・
西
養
寺
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

：
永
生 

眞
成
（
川
上
・
永
念
寺
） 

【
教
区
委
員
会
】 

 
 
 
 
 

副
委
員
長
：
津
山 

玄
亮
（
糸
岡
・
願
称
寺
） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

：
林 

 

史
樹
（
伏
木
・
要
願
寺
） 

【
中
央
委
員
会
委
員
】 

林 
 

史
樹
（
伏
木
・
要
願
寺
） 

【
布
教
団
】
副 

団 

長
：
安
達 

秀
憲
（
川
上
・
空
泉
寺
） 

立
川 

 

証
（
川
上
・
浄
教
寺
） 

【
仏
教
婦
人
会
連
盟
】 

委 

員 

長
：
元
井 

和
代
（
若
神
・
報
谷
仏
婦
） 

副
委
員
長
：
笹
井
真
由
美
（
水
波
・
瑳
能
仏
婦
） 

大
場 

洋
子
（
関
野
・
仏
子
仏
婦
） 

初
瀬
部
ち
さ
と(

糸
岡
・
宝
性
寺
仏
婦
） 

書 
 

記
：
杉
原 

郁
子
（
砺
波
・
光
厳
寺
仏
婦
） 

前
田
さ
ち
子(

氷
見
・
氷
見
中
央
仏
婦
） 

会 
 

計
：
六
浦 

千
春
（
伏
木
・
伏
木
仏
婦
） 

橋
詰 

照
代
（
川
上
・
信
楽
仏
婦
） 

監 
 

事
：
吉
井 

真
美
（
新
湊
・
新
湊
仏
婦
） 

畑
中 

久
子(

氷
見
東
組
氷
見
東
仏
婦) 

※
詳
し
く
は
、
六
月
発
行
予
定
の
実
践
運
動
推
進
計
画
書
を

ご
清
覧
く
だ
さ
い
。 

 

☆
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
へ
の
支
援 

五
月
六
日
、
教
区
災
害
対
策
委
員
会
の
議
を
経
て
、
教
区

会
計
よ
り
熊
本
教
区
宛
、
お
見
舞
金
三
十
万
円
を
お
届
け
い

た
し
ま
し
た
。
現
在
、
各
ご
寺
院
宛
に
義
援
金
の
募
集
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。 

何
卒
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。 
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得度習礼講習会のお知らせ 

 この度、本年度の講習会を下記

のとおり開催いたします。 

「得度願」提出予定の方には受

講が、原則、必須となっておりま

すので、講習内容の自己研鑚を含

め、予めご準備よろしくお願いい

たします。 

尚、詳細は教区報６月号に同封

させていただきます。 

記 

１．期日 ８月２５日（木） 

～２６日（金） 

２．会場 福光教堂 

（南砺市福光９７４－２） 
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◆
高
岡
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟
総
会
開
催 

去
る
四
月
二
十
八
日
（
木
）、
西
本
願
寺
高
岡
会
館
に
お
い
て
教
区
仏
教
婦

人
会
連
盟
総
会
が
行
わ
れ
、
百
七
十
三
名
の
会
員
が
参
加
し
た
。 

 

教
区
仏
教
婦
人
会
で
は
、
今
年
度
で
役
員
改
選
を
迎
え
る
た
め
、
行
事
報
告

並
び
に
決
算
報
告
の
後
に
、
役
員
人
事
報
告
が
あ
り
、
そ
の
場
で
石
野
順
子
委

員
長
（
川
上
組
信
楽
仏
婦
）
の
退
任
と
新
委
員
長
と
し
て
元
井
和
代
委
員
長

（
若
神
組
法
谷
仏
婦
）
が
先
の
常
任
委
員
会
で
選
出
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。（
役
員
人
事
に
つ
い
て
の
詳
細
は
別
載
） 

ま
た
、
今
年
度
活
動
報
告
で
は
、
先
月
発
生
し
た
熊
本
地
震
災
害
へ
の
対
応

の
報
告
が
あ
り
、
今
回
は
各
単
位
会
に
義
援
金
を
募
金
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
特

別
会
計
ダ
ー
ナ
会
計
よ
り
、
義
援
金
を
支
出
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。
こ
の
義
援
金
は
五
月
十
一
日
開
催
の
常
任
委
員
会
に
於
い
て
協
議
、

承
認
さ
れ
次
第
、
総
会
の
会
場
内
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
義
援
金
九
万
七
千

三
百
六
十
七
円
と
併
せ
て
、
当
該
教
区
に
寄
付
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。 

総
会
終
了
後
の
昼
食
休
憩
時
間
で
は
、
出
し
物
と
し
て
の
コ
ー
ラ
ス
『
瑠
璃

の
響
き
』
に
よ
る
讃
歌
指
導
が
あ
り
、
百
七
十
名
あ
ま
り
の
歌
声
が
礼
拝
堂
内

に
響
き
渡
っ
た
。
中
に
は
こ
の
コ
ー
ラ
ス
指
導
を
楽
し
み
に
来
場
さ
れ
て
い

る
方
も
お
り
、
近
年
の
総
会
の
定
番
と
な
っ
て
い
る
。 

午
後
か
ら
の
記
念
講
演
会
で
は
、
総
連
盟
講
師
の
田
中
信
勝
師
（
佐
賀
教
区

北
山
組
最
勝
寺
住
職
）
に
よ
る
記
念
布
教
が
あ
り
、「
お
念
仏
を
よ
ろ
こ
ぶ
と

は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
し
さ
れ
た
。 

「
人
間
の
理
性
と
い
う
も
の
は
自
分
で
思
っ
て
い
る
よ
り
も
当
て
に
な
ら

な
い
も
の
で
、
例
え
ば
、
同
じ
三
分
間
と
い
う
時
間
で
あ
っ
て
も
、
苦
し
い
三

分
は
長
く
、
心
地
い
い
時
の
三
分
は
短
く
感
じ
ま
す
」「
こ
れ
は
万
事
に
お
い

て
そ
う
で
あ
っ
て
、
私
た
ち
は
同
じ
物
事
に
対
し
て
も
そ
の
時
の
状
況
や
気

分
に
よ
っ
て
全
く
捉
え
方
や
印
象
が
異
な
り
ま
す
」「
そ
れ
を
ご
開
山
聖
人
は

『
そ
ら
ご
と
た
わ
ご
と
ま
こ
と
あ
る
こ
と
な
し
』
と
押
さ
え
ら
れ
ま
し
た
。
私

た
ち
人
間
の
理
性
と
い
う
も
の
は
、
す
ぐ
に
本
質
を
見
誤
り
、
ほ
ん
の
小
さ
な

慈
悲
で
さ
え
貫
き
通
す
こ
と
は
甚
だ
難
し
い
の
で
す
」「
阿
弥
陀
如
来
と
い
う

仏
は
私
た
ち
と
異
な
る
た
だ
の
絶
対
者
と
し
て
示
さ
れ
た
存
在
で
は
あ
り
ま

せ
ん
」「
ウ
ジ
虫
の
よ
う
に
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
を
も
全
て
救
い
た

い
と
願
い
、
力
を
尽
く
し
た
そ
の
仏
を
思
う
と
き
、
そ
う
で
は
な
い
ど
こ
ま
で

も
身
勝
手
な
自
分
の
姿
が
照
ら
し
出
さ
れ
ま
す
」「
人
は
本
当
に
恥
ず
か
し
い

と
思
っ
た
な
ら
改
め
ま
す
。
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
阿
弥

陀
如
来
の
お
心
に
か
な
う
生
き
方
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
を
心
に
か
け
て
歩

む
の
が
信
心
の
行
者
、『
念
仏
を
よ
ろ
こ
ぶ
人
』
と
い
う
風
に
受
け
止
め
て
い

ま
す
」
と
お
話
し
さ
れ
、
聴
聞
し
た
会
員
は
深
く
聞
き
入
っ
て
い
た
。 

                             

宗会議員選挙人名簿の縦覧について 

中央選挙管理委員会において作製されました本年の宗会議員選挙人名簿（平

成２８年４月１日現在調査のもの）を４月３０日付で各組組長事務所に送付い

たしております。 

つきましては、下記事項についてご留意いただきますようご連絡いたします。 

記 

１，選挙人名簿の縦覧期間は、平成２８年５月１５日より５月末日までの期間

です。 

２，縦覧者（選挙人）は名簿の選挙人押印欄に押印しないこと。 

  ※押印した選挙人名簿は無効となり、選挙に使用できなくなります。 

３，選挙人本人又は縦覧者が、選挙人名簿に脱落又は誤記があると認めたとき

は、訂正の申し立てをすることができます。 

 ※特に平成２８年４月１日時点で既に死亡されている方が記載されている場

合は削除の必要がありますのでご注意下さい。 

※改姓・改名、所属寺変更、転入、転出については、平成２８年４月１日時

点でまだ手続が完了していないものは、訂正の対象とはなりません。また、

平成２８年４月１日の時点で成人に達していない方も名簿に登載しておりま

せん。 

上記のことにご留意いただき、名簿に脱落又は誤記があると認めたときは、

縦覧期間内（５月１５日から５月末日まで）に各組長事務所までご連絡下さ

い。                 

 以 上 
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◇
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
の
コ
ー
ナ
ー 

「
よ
り
ど
こ
ろ
」
と
は
？ 

 

震
度
七
を
二
度
に
わ
た
り
記
録
し
た
「
熊
本
地
震
」
発
災
か
ら
、
ま
も
な

く
一
ヶ
月
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
も
熊
本
に
友
人
や
知
人
が
お
り
心

配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
無
事
が
確
認
さ
れ

胸
を
な
で
お
ろ
し
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
三
週
間
経
っ
た
今
で
も
、
度
重
な
る
余
震
と
交
通
イ
ン
フ
ラ
の

復
旧
の
遅
れ
か
ら
、
被
災
地
支
援
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
報
道
に

触
れ
、
言
葉
に
出
来
な
い
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
テ
レ
ビ
を
つ
け
る

と
、
大
き
く
え
ぐ
れ
た
山
肌
や
道
路
、
散
乱
し
た
ま
ま
の
瓦
礫
や
倒
壊
し
た

家
屋
の
映
像
に
心
が
痛
み
ま
す
。
ま
し
て
、
実
際
に
現
地
の
方
々
で
あ
れ
ば

な
お
さ
ら
の
こ
と
で
、
一
刻
も
早
く
余
震
が
収
ま
り
元
の
生
活
に
戻
り
た
い

と
、
心
の
底
か
ら
願
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
不
安
な
お

気
持
ち
や
先
の
見
え
な
い
苛
立
ち
の
な
か
に
お
ら
れ
る
方
々
に
思
い
を
馳
せ

る
一
方
で
、
既
に
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
「
復
興
の
格
差
」、「
支
援
」
の
手
か
ら

取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
、
所
謂
「
災
害
弱
者
」
へ
の
今
後
の
心
配
り
が
必
要

だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
元
々
、「
地
方
」
に
は
高
齢
者
や

女
性
、
子
ど
も
に
関
わ
る
課
題
が
多
く
あ
っ
た
な
か
で
、「
災
害
」
に
よ
っ

て
そ
れ
ら
の
問
題
が
よ
り
加
速
す
る
か
ら
で
す
。「
支
援
」
に
よ
っ
て
、
結

果
、
格
差
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
私
た
ち

宗
教
者
の
支
援
こ
そ
、
よ
り
「
弱
き
立
場
の
人
た
ち
」
に
向
け
る
べ
き
だ
と

考
え
ま
す
。 

 

そ
れ
に
し
て
も
、
あ
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
僅
か
五
年
、
こ
の
間
も
大
き

な
風
水
害
や
火
山
の
噴
火
な
ど
の
自
然
災
害
が
続
発
し
て
い
ま
す
。
多
く
の

方
々
が
「
こ
の
先
、
一
体
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
？
」
と
い
う
将
来
へ
の

不
安
や
諦
め
を
抱
い
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
実
は
、
そ
の
様
な

社
会
的
不
安
が
外
国
人
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
差
別
や
迫
害
に
向
か
う
と
い

う
事
象
が
、
世
界
的
・
歴
史
的
に
発
生
し
て
い
る
の
で
す
。
最
近
で
は
、
シ

リ
ア
難
民
へ
の
迫
害
が
そ
う
で
す
し
、
日
本
に
お
い
て
は
「
関
東
大
震
災

（
一
九
二
三
年
）
時
の
朝
鮮
人
虐
殺
」
が
顕
著
な
事
例
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
災
害
や
戦
争
の
混
乱
の
な
か
で
生
じ
る
デ
マ
や
流
言
に
よ
っ
て
、
元
々

あ
っ
た
差
別
や
偏
見
の
心
が
膨
れ
上
が
り
集
団
心
理
に
ま
で
拡
大
す
る
。
本

質
的
な
問
題
を
逸
脱
し
て
、
非
人
権
・
暴
力
的
な
行
動
に
走
っ
て
し
ま
う
の

は
、
過
去
も
現
在
も
変
わ
ら
な
い
人
類
の
行
動
パ
タ
ー
ン
な
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
で
は
「
判
っ
ち
ゃ
い
る
け
ど
止
め
ら
れ
な
い
」（
植
木
等
）

の
姿
そ
の
も
の
で
な
い
か
と
思
わ
さ
れ
ま
す
。 

 

親
鸞
聖
人
が
生
き
ら
れ
た
時
代
も
大
規
模
な
災
害
や
飢
饉
が
数
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
様
な
過
酷
な
社
会
状
況
の
な
か
で
「
信
心
」
の
重
要

性
を
顕
か
に
さ
れ
、
回
り
の
人
々
に
説
い
て
い
か
れ
た
そ
の
お
姿
に
、
現
代

の
私
た
ち
も
学
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
今
月
か
ら

二
年
間
に
わ
た
っ
て
「
第
二
期
同
朋
運
動
推
進
者
養
成
研
修
会
」
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
こ
の
研
修
を
通
し
て
、
私
た
ち
自
身
が
「
教
え
を
よ
り
ど
こ

ろ
」
と
し
、「
部
落
差
別
を
は
じ
め
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
、
教
え

に
基
づ
き
現
実
の
苦
悩
に
応
え
て
い
く
」
こ
と
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
心
か
ら
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。 

 

 

【
高
岡
教
区
教
区
主
幹 

浜
野
信
宏
】  
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ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

     『みほとけとともに』      
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 
  ◎毎 週 土 曜 日（本 山 制 作）午前 6:15～6:25 
□第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前 6:00～6:10 

◎５／21（土）：玉井 明子 氏 

（奈良県・西敎寺） 

「ともに描くよろこび」  

□５／22（日）：竹中 了祥 氏 

（富山教区・妙順寺） 

◎５／28（土）：玉井 明子 氏 

（奈良県・西敎寺） 

「『ありがとう』と『ありがとう』のご縁 」  

◎６／４（土）：髙橋 一仁 氏 

（浄土真宗本願寺派総合研究所研究員） 

「未    定 」  

◎６／11（土）：瓜生 智子 氏 

（「他力本願.net」スタッフ） 

「未    定 」  

□６／12（日）：山岸 智史 氏 

（高岡教区・珉照寺） 

◎６／18（土）：髙橋 一仁 氏 

（浄土真宗本願寺派総合研究所研究員） 

「未    定 」  

   ◇これからの日程（５/２１～６/２１）◇  

 ５月     

 

20 

22 

23 

25 

26 

27 

30 

31 

６月 

2 

3 

6 

9 

13 

14 

15 

ビハーラ総会 

フットサル全体会 

養成研修会（同朋） 

長寿苑ビハーラ活動 

仏壮ﾌﾞﾛｯｸ理事長会議 

ヤスクニ委員会 

寺院振興対策委員会 

少年連盟総会・委員会 

 

寺女役員会 

雨晴苑ビハーラ活動 

ご門主様ご巡回 

講社総会 

聖典セミナー（3回目） 

常例法座 

コーラス練習日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

     

     

     

      

    

【西本願寺高岡会館５月の常例法座】 

ご講師：   小 川 眞 理 子  氏 

（ 岐 阜 教 区 ・ 等 光 寺 ） 

ご講題：『 御 同 朋 の ね が い 』  
午後１時２０分頃からビデオ上映、２時

からお正信偈六首引のお勤めです。どう

ぞお誘いあわせてお参りください。  

【西本願寺高岡会館６月の常例法座】 

ご講師：   小 滝 信 生  氏 

（ 大 阪 教 区 ） 

ご講題：『 今 を 生 き る 教 え 』 
午後１時２０分頃からビデオ上映、２時

からお正信偈六首引のお勤めです。どう

ぞお誘いあわせてお参りください。  

☆お知らせ☆ 

『法輪せんべい』販売について 

お茶菓子やご法事・ご法座の折のお扱いにいかがでしょ

うか。お申し込み先は下記のとおり。 

FAX.でのお申し込みも承ります。どうぞご利用下さい。  

一袋二枚入りで価格は次の通り 

※ 一袋二枚入りで価格は次の通り 

・特大箱（１７５袋）  ８，３００円 

・大 箱 （３６袋）  ２，３００円 

・１ 組 （１０袋）    ５００円 

お申込み先は・・・高岡市東上関４４６ 高岡教務所内 

（寺族青年会担当） 

Tel.(050)5587-7708（代表）  

Fax.(0766)21-5152      

 

【西本願寺高岡会館５月の常例法座】 

ご講師：   小 川 眞 理 子  氏 

（ 岐 阜 教 区 ・ 等 光 寺 ） 

ご講題：『 御 同 朋 の ね が い 』  
午後１時２０分頃からビデオ上映、２時

からお正信偈六首引のお勤めです。どう

ぞお誘いあわせてお参りください。  

第 25 代専如ご門主様高岡教区ご巡回開催 

２０１６（平成２８）年６月６日（月） 

○井波別院 午前９時２５分 

      お立ち寄り巡拝 

○福光教堂 午前１０時３０分 

      お立ち寄り巡拝 

○西本願寺 午後２時５０分 記念式典 

 高岡会館 午後４時    記念行事 

              記念撮影  


